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表紙の写真は、秋を代表する花の一つ「コスモス」。「秋
桜」と表記されることもあり、秋の風景を彩る花とし
て親しまれています。原産地はメキシコで、日本には
明治時代に伝わったとされています。花の色はピンク
や白、赤などがあり、品種によって花の大きさや咲き
方もさまざまです。花言葉は「調和」「謙虚」「乙女の
真心」など。細い茎に可憐な花を咲かせ、風に揺れる
姿もコスモスの魅力です。
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山
陰
・
北
近
畿
エ
リ
ア
の
連
携
強

化
を
進
め
る
た
め
、鳥
取
商
工
会
議

所（
平
井
耕
司
会
頭
）、豊
岡
商
工
会

議
所（
岡
本
慎
二
会
頭
）、宮
津
商
工

会
議
所（
今
井
一
雄
会
頭
・
丹
後
地
方

商
工
団
体
連
絡
協
議
会
長
）の
３
商

議
所
は
９
月
17
日（
木
）、東
京
都
千

代
田
区
永
田
町
２
丁
目
の
衆
議
院
議

員
会
館
・
参
議
院
議
員
会
館
を
訪
れ
、

石
破
茂
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、３

エ
リ
ア
選
出
の
衆
・
参
議
院
議
員
12

人
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
や
鳥
取
労
働
局
、県
教
育

委
員
会
は
９
月
14
日（
月
）、鳥
取
県

商
工
会
議
所
連
合
会（
平
井
耕
司
会

動 向

　

３
商
議
所
は
、２
０
１
６
年
度
か

ら
地
域
間
の
連
携
強
化
や
活
性
化
を

目
的
に
交
流
を
重
ね
、広
域
観
光
連

携
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、３

エ
リ
ア
が
抱
え
る
共
通
課
題
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏
ま
え
、平

鳥
取
鳥
取
･･
豊
岡
豊
岡
･･
宮
津
商
議
所

宮
津
商
議
所

広
域
観
光
、交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
要
望

広
域
観
光
、交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
要
望

��

山
陰
・
北
近
畿
エ
リ
ア
連
携
強
化

山
陰
・
北
近
畿
エ
リ
ア
連
携
強
化

鳥
取
県
・
労
働
局
・
県
教
育
委
員
会

鳥
取
県
・
労
働
局
・
県
教
育
委
員
会

障
が
い
者
雇
用
推
進
を
要
請

障
が
い
者
雇
用
推
進
を
要
請

��

雇
用
と
定
着
の
環
境
整
備
を

雇
用
と
定
着
の
環
境
整
備
を

井
会
頭
ら
は
議
員
会
館
を
訪
れ
、国

会
議
員
一
人
一
人
に
、観
光
や
交
通

な
ど
地
域
間
の
更
な
る
連
携
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

　

要
望
事
項
は
、①
広
域
観
光
関
連

の
促
進
、②
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ら
び
に
公
共
交
通
機
関
の
整
備

促
進
、③
地
域
連
携
に
よ
る
商
工
業

振
興
事
業
の
推
進
―
の
３
点
。
交
通

網
に
つ
い
て
は
、山
陰
近
畿
自
動
車

道
や
南
北
を
結
ぶ
北
近
畿
豊
岡
自
動

車
道
・
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備

促
進
の
ほ
か
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
ロ
ー

カ
ル
路
線
維
持
や
広
域
幹
線
鉄
道
の

在
り
方
の
検
討
な
ど
、利
便
性
の
向

上
や
高
速
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
力
に
推
進
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

石
破
議
員
は「
経
済
界
か
ら
の
意

見
は
あ
り
が
た
い
。
実
現
に
向
け
て

協
力
は
惜
し
ま
な
い
」と
述
べ
、要

望
に
理
解
を
示
し
ま
し
た
。

要望書を手渡す平井会頭（左から３番目）

長
・
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭
）な
ど
経

済
４
団
体
に
対
し
、障
が
い
者
雇
用

と
職
場
定
着
の
推
進
に
つ
い
て
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
の
障
が
い
者
雇
用
は
２
０

２
５
年
６
月
１
日
時
点
、実
雇
用
率

が
過
去
最
高
の
２
・
62
％
と
法
定
雇

用
率
２
・
５
％
を
上
回
り
、
全
国
平

均
の
２
・
41
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割

合
も
57
・
６
％
と
、全
国
平
均
の
46
・

０
％
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
要
請
で
は
、平
井
伸
治

鳥
取
県
知
事
、山
下
禎
博
鳥
取
労
働

局
長
、足
羽
英
樹
県
教
育
委
員
会
教

育
長
ら
が
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥

取
商
工
会
議
所
を
訪
問
。
平
井
知
事

は「
障
が
い
者
雇
用
・
職
場
定
着
に
関

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
室
を
開
設
す

る
な
ど
、支
援
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
述
べ
、
障
が
い
者
雇
用
の

推
進
と
職
場
定
着
に
向
け
た
環
境
づ

く
り
へ
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

要
請
を
受
け
た
平
井
会
長
は「
障

が
い
者
雇
用
の
推
進
、ま
た
職
場
定

着
に
向
け
て
環
境
整
備
を
働
き
か
け

て
い
く
」
と
、
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
協
力
を
約
束
し
ま
し
た
。

要請を受ける平井会長（右から２番目）
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プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ー
ド
の
見
本

市「
第
40
回
グ
ル
メ
シ
ョ
ー
秋

２
０
２
６
」が
９
月
２
日（
水
）か
ら

３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
、
会
員
事
業
所
６
社
が
出
展

し
ま
し
た
。
各
社
は
自
慢
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
紹
介
し
、
魅

力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
継
が
れ
る
和
、
ひ
ら

か
れ
る
味
、
食
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
再

発
見
」。「
こ
だ
わ
り
や
想
い
、
ス
ト

ー
リ
ー
が
詰
ま
っ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
フ

ー
ド
の
価
値
を
伝
え
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

へ
つ
な
ぐ
、
つ
む
ぐ
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
３
８
６
社
が
出
展
し
、
バ
イ

ヤ
ー
ら
３
万
１
８
９
４
人
が
来
場
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
東
京
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
」と
の

同
時
開
催
に
よ
り
、
食
品
関
係
者
以

外
の
バ
イ
ヤ
ー
も
訪
れ
、
思
い
が
け

な
い
商
談
の
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
所
の
出
展
ブ
ー
ス
に
は
多
く
の

バ
イ
ヤ
ー
が
足
を
止
め
、
商
品
の
誕

生
背
景
を
熱
心
に
聞
い
た
り
、
試

飲
・
試
食
で
驚
き
の
声
を
上
げ
た
り

と
、
活
気
あ
る
商
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
商
談
の
進
展
が
早
い
バ
イ
ヤ
ー

も
多
く
、
そ
の
場
で
見
積
依
頼
に
進

む
場
面
も
随
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
外
の
出
展
者
と
の
交
流

や
、
出
展
者
同
士
の
取
引
が
生
ま
れ

る
な
ど
、
多
く
の
新
た
な
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
３
日
間
の
出
展
を
通

じ
て
、
よ
り
良
い
商
品
展
開
に
向
け

た
気
づ
き
も
得
ら
れ
、
今
後
の
商
品

開
発
や
販
路
拡
大
を
考
え
る
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。

　
報
告
＝
経
営
支
援
課　
課
長
補
佐

石
黒
恵
子

グ
ル
メ
シ
ョ
ー
秋
２
０
２
６

グ
ル
メ
シ
ョ
ー
秋
２
０
２
６

首
都
圏
へ
自
社
商
品
を
積
極
ア
ピ
ー
ル

首
都
圏
へ
自
社
商
品
を
積
極
ア
ピ
ー
ル

��

途
絶
え
な
い
バ
イ
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
う

途
絶
え
な
い
バ
イ
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
う

ブース前面で熱心に説明する事業者

動 向

我が社は上場会社ではありませんが、株主以外の者に対し新株発行を検
討しています。新株の発行価額をなるべく低額に抑えたいのですが「特

に有利な金額」（会社法199条３項）に該当すると株主総会特別決議を要するた
め気になっております。どのような場合に「特に有利な金額」に該当しないとい
えるでしょうか。

今回は、非上場会社と「特に有利な金額」について説明します。株主以外
の者に対し「特に有利な金額」で新株を発行するには株主総会の特別決

議を要します（会社法199条２項、309条２項５号）。
　株価の算定方法については、簿価純資産法、時価純資産法、配当還元法、収益還元法、ＤＣＦ法、類似会
社比準法など様々な評価手法があり、どの場合にどの評価手法を用いるべきか判断基準が確立されてお
りませんし、それぞれの評価手法においても幅のある判断要素が含まれています。それゆえ非上場会社
の株式について様々な算定額が出てくる可能性があり、公正な価額を認定すること自体困難といえます。
それにもかかわらず、事後的に、他の評価手法を用いたりして株価の算定を行いその算定額と現実の発
行価額とを比較して「特に有利な金額」に該当するかを判断することになれば、取締役は予測困難な事情
で責任を問われることになりかねません。
　したがって、取締役による当時の判断過程が合理的であったといえる場合、つまり客観的資料に基づ
く一応合理的な算定方法によって発行価額が決定されていたといえる場合には、その発行価額は特別の
事情のない限り「特に有利な金額」に該当しないと思料さ
れます（最高裁平成27年２月19日判例参照）。
　本件新株発行が、客観的かつ相当な資料に基づき公認会
計士等専門家によって行われた合理的な株価算定による
発行価額であれば、「特に有利な金額」に該当しないと思料
されます。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
187

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 非上場会社と「特に有利な金額」非上場会社と「特に有利な金額」
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鳥
取
商
工
会
議
所
と
っ
と
り
未
来

づ
く
り
特
別
委
員
会（
吉
岡
佐
和
子

委
員
長
）は
９
月
９
日（
水
）、
鳥
取

市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所

ビ
ル
で
、
映
画「
女
性
の
休
日
」上
映

会（
女
性
限
定
）を
開
き
、
会
員
事
業

所
の
女
性
社
員
や
委
員
ら
75
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

映
画「
女
性
の
休
日
」は
、
１
９
７

５
年
10
月
24
日
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で

女
性
の
約
90
％
が
仕
事
や
家
事
を
一

斉
に
休
ん
だ｢

女
性
の
休
日｣

を
題
材

と
し
、
当
時
の
女
性
た
ち
の
行
動
や

社
会
へ
の
影
響
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
す
。
同
委
員
会
で
は
映

画
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方

や
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

つ
く
ろ
う
と
企
画
し
、
上
映
後
に
は
、

映
画
の
感
想
や
日
頃
の
悩
み
を
語
り

合
う「
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
お
茶
会
」も

開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
社
会
に
一
石
を

投
じ
る
決
意
や
勇
気
が
素
晴
ら
し

い
」「
当
時
の
活
動
が
現
在
の
女
性

活
躍
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」と
い
っ

た
映
画
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、

お
茶
会
に
つ
い
て「
普
段
交
流
す
る

こ
と
の
な
い
他
社
の
女
性
社
員
と
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
話
が
で
き
て
良

か
っ
た
」と
、
交
流
を
喜
ぶ
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
働

き
方
や
組
織
の
未
来
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
し
て
、
今
月
21
日（
水
）に
鳥

取
市
富
安
２
丁
目
の
新
日
本
海
新
聞

社
大
ホ
ー
ル
で
経
営
者
や
管
理
職
を

対
象
に
、
同
映
画
の
上
映
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会

映
画
「
女
性
の
休
日
」
を
上
映
！

映
画
「
女
性
の
休
日
」
を
上
映
！

��

こ
れ
か
ら
の
働
き
方
を
考
え
る

こ
れ
か
ら
の
働
き
方
を
考
え
る

動 向

会場の様子

　

この春、鳥取大学の新しい公式キャラクター「トッティ」が誕生しました！

「名探偵コナン」の作者・青山剛昌先生に特別にデザインしていただいた
キャラクターです。地域とともに歩む鳥取大学の新たなシンボルとして、 
これからさまざまな場面で登場し、鳥取大学を盛り上げていきます！

そんな「トッティ」が表紙を飾る『大学案内2027』が７月に完成しました。

学長と鳥取県知事による特別対談をはじめ、世界をリードする研究の紹介、
第一線で活躍する卒業生へのインタビュー、現役学生による座談会など、
鳥取大学の教育・研究・学生生活の魅力を幅広く紹介しています。

受験生はもちろん、地域の皆さまや企業の皆さまにも、現在の鳥取大学を
知っていただける一冊となっています。ぜひご覧ください！

Vol.100Vol.100

新しい公式キャラクター「トッティ」誕生＆「大学案内 2027」完成！

大学案内2027大学案内2027
デジタルパンフレットデジタルパンフレット

WEBで
全ページ
公開中!

〈連絡先〉　鳥取大学地域未来共創センター（Tottori uniQ）
〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南４丁目101番地
TEL：0857-31-5006 Mail：tottori-uniq@ml.adm.tottori-u.ac.jp
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
は
、
創
業
を
考

え
て
い
る
人
や
創
業
後
間
も
な
い
人

を
対
象
と
し
た「
と
っ
と
り
創
業
塾
」

を
、
９
月
５
日（
土
）か
ら
19
日（
土
）

ま
で
の
５
日
間
、
鳥
取
市
本
町
３
丁

目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
開
催

し
、
17
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
中
四
国
・
九
州
を
中
心

に
創
業
支
援
に
携
わ
る
や
ま
ぐ
ち
総

合
研
究
所
㈲
の
中
村
伸
一
取
締
役
所

長
が
務
め
、
自
身
の
経
験
や
強
み
を

振
り
返
る
棚
卸
し
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
販
路
開
拓
、
財

務
、
経
営
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
、
座

学
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
交
え
な
が

ら
学
び
、
受
講
生
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
の
具
体
化
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
に
は
鳥
取
県
立
図

書
館
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合
支
援
窓
口

か
ら
、
情
報
収
集
や
資
金
調
達
、
知

的
財
産
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

創
業
時
に
活
用
で
き
る
支
援
機
関
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
手
法
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
、
受
講
生
一
人
一
人

が
５
日
間
で
練
り
上
げ
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
発
表
。
講
師
や
他
の
受
講

生
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
自
身

の
事
業
の
強
み
や
今
後
の
課
題
を
整

理
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は「
創
業
に
向
け
た

考
え
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き

た
」「
自
身
の
事
業
計
画
を
改
め
て

見
直
す
機
会
に
な
っ
た
」な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
創
業
に
向
け
た
理
解
を

深
め
る
有
意
義
な
５
日
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

報
告
＝
経
営
支
援
部
　
Ｄ
Ｘ
推
進

課 

主
任
　
長
谷
川
　
裕
俊

と
っ
と
り
創
業
塾
を
開
催

と
っ
と
り
創
業
塾
を
開
催

創
業
に
必
要
な
知
識
を

創
業
に
必
要
な
知
識
を
55
日
間
で
学
ぶ

日
間
で
学
ぶ

��

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
具
体
化

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
具
体
化

講義する中村講師

ＡＮＡからのお知らせ

便名 出発 到着
　　292  7 時 05 分  8 時 15 分
　　294  8 時 55 分 10 時 10 分
　　296 11 時 10 分 12 時 25 分
　　298 15 時 00 分 16 時 15 分
　　300 18 時 30 分 19 時 45 分

■鳥取⇒東京
期間：2026年10月25日〜2027年3月27日

2026年　東京便　冬ダイヤ決定！
鳥取砂丘コナン空港　１日５往復継続

便名 出発 到着
　　291  6 時 55 分  8 時 15 分
　　293  9 時 10 分 10 時 30 分
　　295 13 時 00 分 14 時 20 分
　　297 16 時 30 分 17 時 50 分
　　299 19 時 15 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ



鳥取商工会議所報
VOL788.2026.10.15

7

新会員紹介（2026年４月～９月）

動 向

事　　業　　所　　名 代表者名 所　　　在　　　地 業　　　種 部　会
㈱Erfolg 藤田実津男 鳥取市国府町町屋523番地６ 建設業、基礎・外構工事 建 設
㈱優和工業 西垣　裕司 鳥取市浜坂２丁目２番10号 建設業、足場仮設 建 設
レイシス 杉田　　純 鳥取市大杙272–９ 墓石設置、墓石施工、外構工事 建 設
㈱エーイーエスラボ 馬場　貴志 鳥取市湖山町北２丁目905 環境に関するコンサルティング サ ー ビ ス
mash CAFE 本多　亜矢 鳥取市湖山町北２丁目460–１ 飲食業 観光・交通
㈱CoCoFirst 畷　　ねね 鳥取市安長557番地 警備業、交通誘導 サ ー ビ ス

（同）アーク 轟　　　有 鳥取市南安長２丁目690番18 建設コンサルタント、測量、土木設計 建 設
㈱ハラペン 清水　康一 鳥取市気高町北浜２丁目157番地 塗装工事・防水工事・内装仕上工事 建 設
㈱楽三 足立　　渉 鳥取市北園２丁目305番地 ルリアン北園302号 サポーター、衣類等の販売 流 通
㈱ＦＩＳソリューションズ 山口　勝宏 鳥取市吉成南町１丁目24–２ 経営コンサル、ＤＸコンサルティング サ ー ビ ス
㈱クローバーホールディングス 山城　伸一 米子市上後藤８丁目１–７ 保育園運営 サ ー ビ ス
ワイエムディ 山田　　悟 鳥取市商栄町251–４ webサイト等のデザイン制作 サ ー ビ ス
Ｇａｒｄｅｎ Ｂａｓｅ 山本　徳行 鳥取市徳吉256–１ ツインピア21–301 外構、造成、エクステリア、住宅基礎 建 設
クリーンサービスＰＭＳ 西原　正浩 鳥取市浜坂５丁目７–16 ハウスクリーニング サ ー ビ ス
うねるま弁当 森本さおり 鳥取市雲山148 弁当小売 流 通
ほっかほっか亭立川店 久松　浩也 鳥取市立川町５丁目242–３ 弁当小売 流 通
山内写真館 山内　一峰 鳥取市元町138–２ 花見橋ビル１階 写真撮影 サ ー ビ ス
せかいのまんなか 浦林　真大 鳥取市西品治969–１ 飲食業 観光・交通
ＳＮＡＣＫ ＬＩＬＹ 高坂　　恵 鳥取市末広温泉町308 飲食業 観光・交通
池田社会保険労務士事務所 池田　照男 鳥取市布勢320 労働保険、社会保険関連手続き業務 サ ー ビ ス
㈱絣家 高橋　保徳 鳥取市若葉台北４丁目18–１ 内装・外装工事 建 設
エクルビス㈱ 三宅　大地 鳥取市天神町23 生姜生産販売 工 業
鳥取経営研究会 牧井　健一 倉吉市八屋140–１ 団体 サ ー ビ ス
夜のよりみち　のでぃー家 井手野貴将 鳥取市吉方温泉１丁目124 飲食業、イベント企画 観光・交通
オフィス蔵之助 大石　啓子 鳥取市若葉台南３丁目３–11 パソコン教室、web制作、動画制作 サ ー ビ ス
誠栄工業 村田　健太 鳥取市湖山町西４丁目255 土木、外構、リフォーム 建 設
優和電工 木原　和将 鳥取市福部町湯山2368 電気工事業 建 設

（協）山陰キャリア開発 戸谷　弘明 松江市玉湯町林407 人材育成、キャリアコンサルティング サ ー ビ ス
ＯＫＡＭＯＮ（同） 岡本　　徹 鳥取市富安１丁目213–３ システム開発、美容リラクゼーションの運営 サ ー ビ ス
seiko-design 小谷　聖子 岩美郡岩美町大谷2182–530 ホームページ制作 サ ー ビ ス
㈱漢方なでしこ 山根　生子 鳥取市賀露町4041 漢方薬販売、カウンセリング 流 通
労働者（協）ワーカーズコープ・センター事業団さんせるとっとり事業所 田中久美子 倉吉市見日町600 保護者就労準備支援、子育て支援 サ ー ビ ス
とっとりＡＩワークス 久保　和隆 鳥取市湖山町東１丁目401 サーパス湖山駅前204 ＩＴコンサルタント業 流 通
喫茶Ｆ 藤原　裕彦 鳥取市湖山町南２丁目155 飲食業 観光・交通
㈱ＨＩＲＯＴＳＵバイオサイエンス 廣津　崇亮 東京都千代田区紀尾井町４–１ ニューオータニガーデンコート22階 線虫を利用したがん検査の研究・開発 流 通
junos flowers 松田　柚帆 鳥取市栄町101なかをビル 造花小売、装飾業 流 通
tu es belle 三谷　恭美 鳥取市雲山158–６ スパーキングⅡ105号室 エステサロン サ ー ビ ス
㈲プレート商会 坂本　治久 出雲市船津町80–３ 一般産業廃棄物収集運搬 サ ー ビ ス
㈱一守建設 守田　俊一 鳥取市長谷189 道路舗装工事業 建 設
㈱ジューコウ 長谷川竜也 鳥取市浜坂東１丁目１–１ 新築・リフォーム、不動産仲介業 建 設
フットケアサロン Ｌｉｎｏｎ 大山　加琳 鳥取市湖山町北４丁目826–１ モニマン・デ・アルマ104 フットケア サ ー ビ ス
Ｒｅｓｔａｓ 瀬古明日香 鳥取市面影１丁目13–12 ホームページ制作 サ ー ビ ス
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日
時

20
26
年
12

月
３
日
（
木
）

10
：

00
～

17
：

00
会
場

鳥
取
商
工
会
議
所

  
５
階
大
会
議
室

参
加
費
会
員
：

14
,3

00
円
一
般
：

18
,7

00
円

(教
材
費
・
消
費
税
込

)
対
象

リ
ー
ダ
ー
・
中
堅
社
員

定
員

50
名
（
申
込
先
着
順
）

自
身
の
役
割
と
行
動
を
明
確
に
理
解
し
、
認
識
す
る
こ
と
が
中
堅
社
員
に
と
っ
て
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
会
社
の

問
題
で
す
。

 
 

多
く
の
場
合
、
中
堅
社
員
の
抱
え
る
問
題
こ
そ
が
、
会
社
の
問
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
一
通
り
の
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
自
分
な
り
に
や
っ
て
い
く
自
信
も
つ
い
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
将
来
に
向
け
て
正
し
い
方
向
で

成
長
し
て
い
る
か
、
本
人
に
と
っ
て
も
、
会
社
に
と
っ
て
も
、
ひ
と
つ
の
節
目
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
そ
の

た
め
中
堅
社
員
に
は
、
管
理
職
と
現
場
メ
ン
バ
ー
の
間
の
潤
滑
油
と
な
り
業
務
を
牽
引
し
、
組
織
の
目
標
達
成
や
成

長
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
、
組
織
が
求
め
る
役
割
と
期
待
、
今
後
の
成
長
の
方
向
性
を
自
分
で
み
つ
け
出
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
ひ
と
つ
の
節
目
の
研
修
で
す
。
管
理
職
を
補
佐
す
る
ス
キ
ル
と
後
輩
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
現
場
に
お
け
る

問
題
発
見
の
方
法
を
学
び
、
中
堅
社
員
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
促
し
ま
す
。

ま
た
、
職
場
で
の
影
響
力
を
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な
環
境
下
で
も
自
律
的
に
周
囲
に
働
き
か
け
て
成
果
を
出
し
続

け
る
た
め
の
考
え
方
と
実
践
活
用
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、職
場
で
の
実
践
の
見
通
し
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
挑
戦
の
機
会
と
し
て
、
ス
キ
ル
を
更
に
高
め
、
キ
ャ
リ
ア
に
新
た
な
息
吹
を
与
え
る
た
め
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

生
産
性
向
上
；
中
堅
社
員
研
修
参
加
申
込
書

鳥
取
商
工
会
議
所

DX
推
進
課
行

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

FA
X:

08
57

-2
2-

69
39

フ
リ
ガ
ナ

TE
L

事
業
所
名

フ
リ
ガ
ナ

FA
X

役
職

申
込
者
名

所
在
地

Em
ai

l

フ
リ
ガ
ナ

役
職

参
加
者
名

フ
リ
ガ
ナ

役
職

参
加
者
名

鳥
取
商
工
会
議
所
会
員
・
鳥
取
法
人
会
会
員

鳥
取
県
経
営
者
協
会
会
員

・
一
般

 
 

 
 

 
(該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

)

受
講
修
了
証

 
 
要

( 
 

 
 

 
) 
不
要

(
 

 
 

 
)

受
講
料
合
計
（

  
  

  
  

  
  

  
  
）
円
振
込
予
定
日

 
 
月

  
日

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

後
輩
・
上
司
・
現
場
を
つ
な
ぐ
存
在
に
な
る
！

１
上
司
や
会
社
が

あ
な
た
に
期
待
す
る
役
割
と行

動
・上
司
が
求
め
る
部
下
と現

状
の
自
分
の
把
握

・上
司
とし
て
の
自
分
と部

下
とし
て
の
自
分

・上
司
・部
下
・他
部
署
との
協
力
、調

整

２
中
堅
社
員
に
必
要
な
要
素

・上
司
を
補
佐
す
る
フォ
ロワ
ー
シ
ップ

・業
務
推
進
の
た
め
の
ス
キ
ル
アッ
プ

・後
輩
指
導
と育

成

３
仕
事
の
目
標
・計
画
の
立
て
方

・問
題
の
考
え
方
と発

見
・仕
事
の
基
本
確
認
と自

分
流
の
見
直
し

4
自
己
の
成
長
、進

化
に
向
け
て

・自
己
成
長
計
画
の
作
成

※
本
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
座
開
催
に
係
る
受
講
者
の
確
認
、
受
講
者
名
簿
の
作
成

出
欠
確
認
、
受
講
料
の
入
金
確
認
及
び
講
座
運
営
に
関
す
る
連
絡
の
目
的
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

N
O
T
TH
P

受
講
者
の
声

・
普
段
聞
き
に
く
い
基
本
的
な
お
話
し
か
ら
新
た
な
発
想
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
自
分
に
と
っ
て
は
耳
の
い
た
い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
し
た
が
、
中
堅
社
員
で
あ
る
自
分
た
ち
の
行
動
が
、
会
社
の

業
績
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
だ
と
改
め
て
認
識
し
た
の
で
明
日
か
ら
こ
の
知
識
を
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
分
か
り
や
す
い
説
明
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
積
極
的
に
動
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
具
体
的
な
行
動
レ
ベ
ル
で
で
き
て
い
る
こ
と
、
で
き
て
い
な
い
こ
と
も

理
解
で
き
た
の
で
、
今
後
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

・
講
師
の
先
生
の
体
験
談
か
ら
実
践
し
て
い
る
強
み
を
感
じ
ま
し
た
。
早
速
取
り
入
れ
ま
す
。

・
今
ま
で
と
は
違
う
立
場
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。
上
司
や
後
輩
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
、

物
事
を
俯
瞰
的
に
見
る
こ
と
を
意
識
し
ま
す
。

※
「
鳥

取
市
中

小
企

業
人
材

育
成

補
助
金

」
活

用
の
ご

確
認

を
！

・
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
２
週
間
程
度
必
要
で
す
の
で
早
め
に
お

申
込

み
下

さ
い

。
・
認
定
前
に
受
講
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に
な
り

ま
せ

ん
の

で
ご

留
意

く
だ
さ

い
。

・
講
座
に
よ
っ
て
は

対
象
外
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
 

 
ht

tp
s:

//
to

tt
or

i-
cc

i.o
r.j

p
＜
お
問
い
合
わ
せ
＞

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp

s:
//

to
tt

or
i

cc
i.o

r.j
p

IP
TE

L：
05

0-
35

28
-0

85
3(
直
通

)
FA

X：
08

57
-2

2-
69

39

鳥
取
商
工
会
議
所
・
鳥
取
法
人
会
・
鳥
取
県
経
営
者
協
会
主
催

<お
申
込
方
法

>
※
講
座
日
の

3
営
業
日
前
よ
り
、

10
0％

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

●
右
記
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
後

FA
X
に
て
お
申
込
く
だ

さ
い

。
（
受
付
後
担
当
者
様
宛
に
「
請
求
書
兼
申
込
受
信
の
お
知
ら
せ
」
(
イ
ン

ボ
イ

ス
対

応
)を

F
A
X
で

返
送

い
た

し
ま

す
）

●
お
申
込
後
、
受
講
料

を
原
則
と
し
て
講
座
開
催
の
３
日
前
ま
で
に

請
求

書
記

載
銀

行
口

座
ま
で

お
振

込
み

願
い

ま
す

。
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受
講
料
の

返
金

は
致

し
か

ね
ま

す
の
で

ご
了

承
く

だ
さ

い
）

●
振
込
先
：
鳥
取
銀
行

本
店

普
通
預
金

N
O

. 0
32

54
11

鳥
取
中

小
企

業
相

談
所

所
長

井
戸
垣

泰
志

＊
講
座
開
催
１
～
２
週
間
前
頃
に
受
講
券
・
会
場
地
図
等
を
申
込
者

様
宛
に

F
A
X
い

た
し

ま
す
。

＊
駐
車
場
は
｢
商
工
会
議

所
駐
車
場
｣を

ご
利
用
下
さ
い
。
（
満
車
の
場

合
は

市
営

片
原

駐
車

場
を
ご

利
用

く
だ

さ
い

）
＊
最
少
催
行
人
数
は
５
名
と
な
り
ま
す
。
＊
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
変
更

に
な

る
場

合
が

ご
ざ

い
ま
す

。
＊
反
社
会
的
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
コ
ン
サ

ル
タ

ン
ト

業
の

方
は

参
加
を

お
断

り
し

ま
す

。
ま
た
講
師
業
、
士
業
の
方
な
ど
講
師
と
同
業
の
方
の
参
加
を
お
断

り
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す
。

生
産
性
向
上
は
中
堅
社
員
で
決
ま
る
！

生生生生生生生生生生
産産産産産産産産産産産産産
性性性性性性性性性性性性性性性
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
上上上上
；；；
中中中中中中中中中中
堅堅堅堅堅堅堅堅堅堅堅堅堅堅堅
社社社社社社社社社社社社社社社社社
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
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※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 ＤＸ推進課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW
審査の目で紐解く！
評価で会社を成長させる方法（1）

井之川 宗弘 9分

NEW
中小建設業者の
公共工事進出セミナー

山本 昌幸 59分

NEW
実物で解く売れるパッケージ

（4）価格競争から脱却するパッケージ
松浦 陽司 20分

ツール導入で終わらせないDX 近藤 純光 37分

事例でわかる人材定着
中小企業の賃上げ 櫻井 三樹子 33分

「取適法」と「生成AI」による
価格交渉術 迫田 毅 37分

タイトル 講師名 時間

研
修
・

人
材
育
成

売れる営業　３つの力
（３）リーダーシップ力 市川 卓 24分

政
治
経
済

NEW
世界情勢の真実と日本経済の行方
� 公開期限：2026年10月上旬〜12月末

井上 和彦 40分

経済の「なぜ？」がスッキリ解ける！
2027年に向けて企業が選ぶべき道 熊野 英生 37分

Ｉ
Ｔ
・

パ
ソ
コ
ン

NEW  
エクセル活用　初級講座
� 公開期限：2026年12月末

岩見 誠 85分

労
務

カスハラ対策の進め方と
組織体制のつくり方
� 公開期限：2026年11月末

津田 典子 85分

税
務
・

財
務
・
経
理

令和8年度
税制改正とインボイス制度注意点
� 公開期限：2026年10月末

塩野 貴之 85分
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7因
幡
の
白
う
さ
ぎ
で
繋
ぐ
星
取
県
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

因
幡
の
白
う
さ
ぎ
で
繋
ぐ
星
取
県
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グゴールの瞬間

山根会長挨拶

津山 YEG キャラバン隊

山根会長挨拶

第
５
回 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業

鳥取YEG URL https://www.t-yeg.jp
YEG通信

発行：令和 8年 10 月 15 日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

10
〈令和８年度鳥取YEGスローガン〉
温故知新 ～ 歴史を受け継ぎ、今を磨き、未来へとつなぐ ～ 第333号

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信

〈令和８年度日本YEGスローガン〉
地域経済圏の共創 ～明確な成果を追求する組織への深化～

瀬古 明日香 君
（せこ あすか）

大山 加琳 君
（おおやま かりん）

事業所名  Restas
所属委員会  政策提言委員会

事業所名 フットケアサロンLinon
所属委員会  ビジネス委員会

新 入 会 員

9
月
例
会
・
臨
時
総
会

　
こ
の
た
び
、
9
月
例
会
に
て
、
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
の
中
江
康
人
氏
を
お
招
き
し
、「
経
営
者
は
、
な
ぜ
集
ま
る
の

か
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
鳥
取
市
出
身
の
中
江
氏

は
、
数
々
の
話
題
作
の
映
像
制
作
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
携
わ
り
、
現
在

は
上
場
企
業
の
ト
ッ
プ
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
今
回
の
講

演
で
は
、
経
営
者
が
日
々
抱
え
る
孤
独
や
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

生
み
出
す
力
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
根
幹
で
あ
る
綱
領
と「
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ

Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」を
講
演
に
盛
り
込
む
こ
と
で
、
我
々
が
目
指
す
べ
き
到

達
点
は
決
し
て
他
人
事
で
た
ど
り
着
け
る
場
所
で
は
な
く
、
主
体
的
に

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
な
お
か
つ
経
営
者
と
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
と
の
両
立
を
果
た
す
こ
と
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
の
唯
一
無
二
の
方
法

で
あ
る
と
の
学
び
を
得
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
、
委
員
会
ご
と
に
分
か

れ
、
自
分
に
と
っ
て
仲
間
と
集
う
場
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
、「
私
た

ち
が
定
義
す
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
提
供
価
値
」を
一
言
に
凝
縮
し
て
発
表
し
合
う

時
間
を
設
け
ま
し
た
。「
人
と
の
繋
が
り
」「
挑
戦
の
機
会
」な
ど
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
異
な
る
言
葉
が
並
び
、
互
い
の
価
値
観
に
触
れ
合
う
場
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
会
員
増
強
だ
け
で
な
く
、
出
席
率
向
上
に
対
し
様
々

な
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

会
員
増
強
委
員
会
　
委
員
長
　
吉
田
　
雅
之

朝
晩
は
少
し
ず
つ
涼
し
く
な
り
、秋
の
気

配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
日
中
は

ま
だ
暑
さ
を
感
じ
る
日
も
あ
り
ま
す
が
、よ

う
や
く
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

さ
て
、9
月
7
日
に
は
9
月
例
会
な
ら
び

に
臨
時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

9
月
例
会
で
は
、鳥
取
市
出
身
で
、Ｋ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

の
中
江
康
人
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
経

営
者
は
、な
ぜ
集
ま
る
の
か
」を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
日
々
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
や
仕

事
と
向
き
合
い
な
が
ら
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い
中
で
時
間
を
つ
く

り
、例
会
や
事
業
に
参
加
し
、仲
間
と
交
流

す
る
。
今
回
の
講
演
を
通
じ
て
、改
め
て「
な

ぜ
経
営
者
同
士
が
集
ま
る
の
か
」「
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
い
う
組
織
で
活
動
す
る
こ
と
に
ど
の
よ

う
な
意
味
が
あ
る
の
か
」を
考
え
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
、普
段
の
仕
事
だ
け
で
は
出

会
う
こ
と
の
で
き
な
い
仲
間
が
い
ま
す
。
業

種
や
立
場
、年
齢
を
越
え
て
交
流
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
方
や
経
験
に
触
れ
る
こ
と
で
、

新
た
な
気
づ
き
や
刺
激
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、同
じ
地
域
で
事
業
を
営
む

仲
間
だ
か
ら
こ
そ
、共
感
で
き
る
こ
と
や
学

べ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

出
会
い
や
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

と
も
に
学
び
、と
も
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
積
み
重

ね
が
自
分
自
身
の
成
長
は
も
ち
ろ
ん
、自
社

の
発
展
、さ
ら
に
は
地
域
の
未
来
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、同
日
に
開
催
し
た
臨
時
総
会
で
は
、

次
年
度
会
長
が
無
事
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
折
り
返
し
を
迎
え
る
中
、次
年
度

へ
向
け
た
動
き
も
少
し
ず
つ
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
自
身
、残
り
の
任
期
を
し
っ
か
り

と
務
め
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
先
輩
方
が

築
い
て
こ
ら
れ
た
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史
や

想
い
を
、次
の
世
代
へ
し
っ
か
り
と
つ
な
い

で
い
く
こ
と
も
大
切
な
役
割
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
温
故
知
新
」の

も
と
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
大
切
に
し
な
が

ら
、新
し
い
学
び
や
出
会
い
を
力
に
変
え
、

今
年
度
後
半
も
会
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

一
歩
ず
つ
前
へ
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
7
月
25
日
に
鳥
取
市
の
浜
焼
き
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
仁
乃
助
で
開
催
し
た
、津
山

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
は
、対
外
交
流
委
員
会
が
主
体
と
な
り
企
画
・

運
営
を
行
い
、多
く
の
学
び
と
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
大
変
有
意
義
な

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
通
じ
て
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
、地
域
や

組
織
の
枠
を
越
え
た
仲
間
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、交
流
の
中
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
地
域
へ
の
想
い
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
、今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ
の
刺
激
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、本
年
度
10
月
開
催
の
、中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
津

山
大
会
に
向
け
た
熱
意
で
す
。
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
の
強
い
想
い
に
触
れ
、大

会
成
功
へ
の
期
待
が
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、そ
の
先
に
控
え
る
4
年
後
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
鳥
取
大
会
を
考

え
る
貴
重
な
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
津
山
大
会
か
ら
多
く
を
学
び
、鳥
取
ら

し
い
お
も
て
な
し
と
魅
力
を
発
信
で
き
る
大
会
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
回
の
交
流
事
業
で
生
ま
れ
た
ご
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、津
山
大
会
の
成

功
、そ
し
て
鳥
取
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、一
会
員
と
し
て
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

 

対
外
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
田
中
　
雅
士

　
令
和
８
年
８
月
９
日
、
鳥
取
市
に
て
、
因
幡
の
白
う
さ
ぎ
で
繋
ぐ
星
取

県
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
、
こ
れ
ま
で
の
ロ

ゲ
イ
ニ
ン
グ
の
中
で
も
最
大
規
模
と
な
る
、
２
２
０
名
を
超
え
る
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
炎
天
下

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
鳥
取
県
の
魅
力
を
最
大
限
伝
え
る
べ
く
、
鳥
取
市

街
地
エ
リ
ア
・
砂
丘
エ
リ
ア
・
賀
露
エ
リ
ア
の
３
エ
リ
ア
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
作
り
、
鳥
取
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
く
ク
イ
ズ
も
盛

り
込
み
な
が
ら
、
存
分
に
鳥
取
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

配
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
エ
リ
ア
の
各
単
会
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
の
思
い
出
や
こ
れ
か
ら
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
つ
い
て

語
り
合
う
良
い
機
会
と
な
り
、
私
も
他
単
会
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
と
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
津
山
大
会
に
て
再
会
を
誓
い
ま
し
た
。

　
対
外
交
流
委
員
会
で
は
今
後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
他
単
会
を
結
ぶ
例
会
作

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

対
外
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
田
中
　
雅
士

津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

鳥取YEGは、地域を支える青年経
済人の集まりであり、一緒に鳥取
を盛り上げていただける方を随時
募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を
持って一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に
変えて、企業と地域を活性化させ
ましょう！
お気軽にお問い合わせください。

（鳥取商工会議所青年部事務局）
TEL：0857-32-8004

鳥取商工会議所青年部
会長 山根   真
有限会社テクノサービス

■
令
和
８
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ

集合写真

講演会の様子
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7因
幡
の
白
う
さ
ぎ
で
繋
ぐ
星
取
県
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

因
幡
の
白
う
さ
ぎ
で
繋
ぐ
星
取
県
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グゴールの瞬間

山根会長挨拶

津山 YEG キャラバン隊

山根会長挨拶

第
５
回 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
事
業
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〈令和８年度鳥取YEGスローガン〉
温故知新 ～ 歴史を受け継ぎ、今を磨き、未来へとつなぐ ～ 第333号

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信

〈令和８年度日本YEGスローガン〉
地域経済圏の共創 ～明確な成果を追求する組織への深化～

瀬古 明日香 君
（せこ あすか）

大山 加琳 君
（おおやま かりん）

事業所名  Restas
所属委員会  政策提言委員会

事業所名 フットケアサロンLinon
所属委員会  ビジネス委員会

新 入 会 員

9
月
例
会
・
臨
時
総
会

　
こ
の
た
び
、
9
月
例
会
に
て
、
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
の
中
江
康
人
氏
を
お
招
き
し
、「
経
営
者
は
、
な
ぜ
集
ま
る
の

か
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
鳥
取
市
出
身
の
中
江
氏

は
、
数
々
の
話
題
作
の
映
像
制
作
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
携
わ
り
、
現
在

は
上
場
企
業
の
ト
ッ
プ
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
今
回
の
講

演
で
は
、
経
営
者
が
日
々
抱
え
る
孤
独
や
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

生
み
出
す
力
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
根
幹
で
あ
る
綱
領
と「
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ

Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」を
講
演
に
盛
り
込
む
こ
と
で
、
我
々
が
目
指
す
べ
き
到

達
点
は
決
し
て
他
人
事
で
た
ど
り
着
け
る
場
所
で
は
な
く
、
主
体
的
に

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
な
お
か
つ
経
営
者
と
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
と
の
両
立
を
果
た
す
こ
と
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
の
唯
一
無
二
の
方
法

で
あ
る
と
の
学
び
を
得
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
、
委
員
会
ご
と
に
分
か

れ
、
自
分
に
と
っ
て
仲
間
と
集
う
場
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
、「
私
た

ち
が
定
義
す
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
提
供
価
値
」を
一
言
に
凝
縮
し
て
発
表
し
合
う

時
間
を
設
け
ま
し
た
。「
人
と
の
繋
が
り
」「
挑
戦
の
機
会
」な
ど
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
異
な
る
言
葉
が
並
び
、
互
い
の
価
値
観
に
触
れ
合
う
場
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
会
員
増
強
だ
け
で
な
く
、
出
席
率
向
上
に
対
し
様
々

な
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

会
員
増
強
委
員
会
　
委
員
長
　
吉
田
　
雅
之

朝
晩
は
少
し
ず
つ
涼
し
く
な
り
、秋
の
気

配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
日
中
は

ま
だ
暑
さ
を
感
じ
る
日
も
あ
り
ま
す
が
、よ

う
や
く
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

さ
て
、9
月
7
日
に
は
9
月
例
会
な
ら
び

に
臨
時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

9
月
例
会
で
は
、鳥
取
市
出
身
で
、Ｋ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

の
中
江
康
人
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
経

営
者
は
、な
ぜ
集
ま
る
の
か
」を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
日
々
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
や
仕

事
と
向
き
合
い
な
が
ら
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い
中
で
時
間
を
つ
く

り
、例
会
や
事
業
に
参
加
し
、仲
間
と
交
流

す
る
。
今
回
の
講
演
を
通
じ
て
、改
め
て「
な

ぜ
経
営
者
同
士
が
集
ま
る
の
か
」「
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
い
う
組
織
で
活
動
す
る
こ
と
に
ど
の
よ

う
な
意
味
が
あ
る
の
か
」を
考
え
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
、普
段
の
仕
事
だ
け
で
は
出

会
う
こ
と
の
で
き
な
い
仲
間
が
い
ま
す
。
業

種
や
立
場
、年
齢
を
越
え
て
交
流
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
方
や
経
験
に
触
れ
る
こ
と
で
、

新
た
な
気
づ
き
や
刺
激
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、同
じ
地
域
で
事
業
を
営
む

仲
間
だ
か
ら
こ
そ
、共
感
で
き
る
こ
と
や
学

べ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

出
会
い
や
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

と
も
に
学
び
、と
も
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
積
み
重

ね
が
自
分
自
身
の
成
長
は
も
ち
ろ
ん
、自
社

の
発
展
、さ
ら
に
は
地
域
の
未
来
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、同
日
に
開
催
し
た
臨
時
総
会
で
は
、

次
年
度
会
長
が
無
事
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
折
り
返
し
を
迎
え
る
中
、次
年
度

へ
向
け
た
動
き
も
少
し
ず
つ
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
自
身
、残
り
の
任
期
を
し
っ
か
り

と
務
め
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
先
輩
方
が

築
い
て
こ
ら
れ
た
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史
や

想
い
を
、次
の
世
代
へ
し
っ
か
り
と
つ
な
い

で
い
く
こ
と
も
大
切
な
役
割
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
温
故
知
新
」の

も
と
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
大
切
に
し
な
が

ら
、新
し
い
学
び
や
出
会
い
を
力
に
変
え
、

今
年
度
後
半
も
会
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

一
歩
ず
つ
前
へ
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
7
月
25
日
に
鳥
取
市
の
浜
焼
き
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
仁
乃
助
で
開
催
し
た
、津
山

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
は
、対
外
交
流
委
員
会
が
主
体
と
な
り
企
画
・

運
営
を
行
い
、多
く
の
学
び
と
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
大
変
有
意
義
な

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
通
じ
て
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
、地
域
や

組
織
の
枠
を
越
え
た
仲
間
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、交
流
の
中
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
地
域
へ
の
想
い
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
、今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ
の
刺
激
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、本
年
度
10
月
開
催
の
、中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
津

山
大
会
に
向
け
た
熱
意
で
す
。
津
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
の
強
い
想
い
に
触
れ
、大

会
成
功
へ
の
期
待
が
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、そ
の
先
に
控
え
る
4
年
後
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
鳥
取
大
会
を
考

え
る
貴
重
な
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
津
山
大
会
か
ら
多
く
を
学
び
、鳥
取
ら

し
い
お
も
て
な
し
と
魅
力
を
発
信
で
き
る
大
会
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
回
の
交
流
事
業
で
生
ま
れ
た
ご
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、津
山
大
会
の
成

功
、そ
し
て
鳥
取
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、一
会
員
と
し
て
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

 

対
外
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
田
中
　
雅
士

　
令
和
８
年
８
月
９
日
、
鳥
取
市
に
て
、
因
幡
の
白
う
さ
ぎ
で
繋
ぐ
星
取

県
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
、
こ
れ
ま
で
の
ロ

ゲ
イ
ニ
ン
グ
の
中
で
も
最
大
規
模
と
な
る
、
２
２
０
名
を
超
え
る
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
炎
天
下

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
鳥
取
県
の
魅
力
を
最
大
限
伝
え
る
べ
く
、
鳥
取
市

街
地
エ
リ
ア
・
砂
丘
エ
リ
ア
・
賀
露
エ
リ
ア
の
３
エ
リ
ア
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
作
り
、
鳥
取
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
く
ク
イ
ズ
も
盛

り
込
み
な
が
ら
、
存
分
に
鳥
取
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

配
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
エ
リ
ア
の
各
単
会
メ
ン
バ
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が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
ロ
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ニ
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グ
の
思
い
出
や
こ
れ
か
ら
の
Ｙ
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活
動
に
つ
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て

語
り
合
う
良
い
機
会
と
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り
、
私
も
他
単
会
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
と
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
津
山
大
会
に
て
再
会
を
誓
い
ま
し
た
。

　
対
外
交
流
委
員
会
で
は
今
後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
他
単
会
を
結
ぶ
例
会
作

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

対
外
交
流
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会
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長
　
田
中
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津
山
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交
流
会
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鳥取YEGは、地域を支える青年経
済人の集まりであり、一緒に鳥取
を盛り上げていただける方を随時
募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を
持って一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に
変えて、企業と地域を活性化させ
ましょう！
お気軽にお問い合わせください。

（鳥取商工会議所青年部事務局）
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９
月
16
日（
水
）、鳥
取
市
本
町
３

丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
に
て

９
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

に
株
式
会
社
山
陰
合
同
銀
行
・
代
表

取
締
役
専
務
執
行
役
員
・
吉
岡
佐
和

子
氏
を
お
迎
え
し
、「
可
能
性
を
広
げ

る
～
人
的
資
本
に
よ
る
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
経
営
～
」と
題
し
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、会
員
以
外
の
方
に
も
女

性
会
の
活
動
や
雰
囲
気
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
特
別
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、会
員
と
と
も
に
学
び
を

深
め
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、ご
自
身
の
こ
れ
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

女
性
活
躍
や
人
材
育
成
、こ
れ
か
ら

の
働
き
方
に
つ
い
て
、豊
富
な
経
験

を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
例
会
を
開
催

９
月
例
会
を
開
催

  

～
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
・
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
～

～
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
・
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
～

　

入
行
当
時
は「
女
子
行
員
」
と
呼

ば
れ
、女
性
が
お
茶
出
し
な
ど
を
担

う
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
時
代
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
も
自
ら
希

望
し
て
新
し
い
仕
事
に
挑
戦
し
、そ

れ
ま
で
女
性
に
は
ほ
と
ん
ど
任
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
職
務
を
次
々
と
経
験

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
歩
み
の
中
で
印

象
的
だ
っ
た
の
が
、「
女
性
に
経
験
が

な
い
の
は
、能
力
が
な
い
か
ら
で
は

な
く
、こ
れ
ま
で
経
験
す
る
機
会
が

与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
」と

い
う
お
話
で
す
。
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
、性
別
や
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
、ま
ず
経
験
す
る
機
会
を
つ
く

る
こ
と
、そ
し
て
周
囲
が
挑
戦
す
る

人
の
背
中
を
押
す
こ
と
が
大
切
だ
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
む
山
陰
地
域
で
は
、人
手
不
足

が
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る
中
、限
ら

れ
た
人
材
、一
人
一
人
の
力
を
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
て
生
産
性
を

高
め
る
と
同
時
に
、こ
れ
ま
で
の
役

割
や
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、一

人
一
人
が
学
び
直
し
、新
し
い
仕
事

に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、企
業
や
地
域

の
持
続
的
な
成
長
に
つ
な
が
る
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
半
で
は
、私
た
ち
自
身

が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
働
き
、生

き
て
い
く
か
に
つ
い
て
も
多
く
の
示

唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
他
人
と

自
分
を
比
べ
な
い
」「
慣
れ
た
仕
事
ほ

ど
、も
っ
と
良
い
方
法
が
な
い
か
考

え
る
」
な
ど
、
毎
日
の
仕
事
を
た
だ

繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、小
さ
な
こ

と
で
も
目
標
を
持
ち
、知
的
好
奇
心

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、仕
事

が
面
白
く
な
れ
ば
、さ
ら
に
面
白
い

仕
事
や
新
し
い
機
会
が
巡
っ
て
く
る

と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、人
間
関
係
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
ご
自
身
の
経
験
も
大
変
印
象
的

で
し
た
。
か
つ
て
苦
手
だ
っ
た
上
司

と
の
関
係
に
悩
ん
だ
際
、「
環
境
を
変

え
る
」「
相
手
を
変
え
る
」「
自
分
が
変

わ
る
」と
い
う
三
つ
の
選
択
肢
を
示

さ
れ
、自
分
が
変
わ
る
こ
と
を
選
択

さ
れ
ま
し
た
。
毎
日
自
分
か
ら
声
を

か
け
、相
手
へ
の
見
方
を
変
え
て
い

く
こ
と
で
、次
第
に
関
係
も
変
化
し

て
い
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、

「
相
手
は
変
え
ら
れ
な
く
て
も
、自
分

は
変
え
ら
れ
る
」と
い
う
こ
と
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、経
営
者
や
リ
ー
ダ
ー
に

は
、社
員
に
仕
事
を
楽
し
む
こ
と
を

求
め
る
だ
け
で
は
な
く
、仕
事
の
面

白
さ
を
伝
え
、知
的
好
奇
心
を
刺
激

し
、新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
機
会

を
つ
く
り
、そ
の
背
中
を
押
す
役
割

が
あ
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
は
、女
性
活
躍
や
組

織
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、こ
れ
か
ら

の
自
分
自
身
の
働
き
方
、生
き
方
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
る
、大
変
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

講師の吉岡氏

例会の様子



鳥取商工会議所報
VOL788.2026.10.15

13

●上記内容は商工会議所保険制度の概要についてご紹介したものです。各保険の商品名や補償内容、取扱商品は引受保険会社により異なります。保険内容は各保険会社のパンフレットまたは重要事項説明書をご覧ください。詳細は保険約款によりますが、ご不明の
点がありましたらお近くの代理店、お問い合わせ先にご連絡ください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（創立31周年、パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。 
●商工会議所では、このほかにも各種共済制度を取り扱っております。また、商工会議所によっては一部の保険制度・特約を取扱っていない場合もあります。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、2026年2月時点の引受保険会社の
商品内容をもとに作成しております。

（※1)災害（火災、風災、水災、雪災等）による事業休業リスクについては全ての引受
保険会社で補償可能です。ただし、地震を原因とする場合に関しては、以下、
保険会社となります。東京海上日動にて、引受可能地域において、地震（契約者が
特定した敷地内が所在する都道府県の震度観測点において震度６強以上が
観測される場合に限ります）による完全休業の損失に対して、地震休業補償
特約で補償できます。また、東京海上日動にて、引受可能地域において、地震、
噴火（地震、噴火による津波、洪水その他の水災）による財物（建物、設備・什器
等、商品・製品等）の損害に対して、地震危険補償特約で補償できます。損保
ジャパンにて、引受可能地域において、地震、噴火（地震、噴火による津波、洪水
その他の水災）による財物（設備・什器、商品・製品等）の損害に対して、物損害
担保条項・地震危険補償特約で補償できます。引受可否や補償対象については、
代理店または保険各社までお問い合わせください。

商工会議所の
ビジネス総合保険制度

商工会議所の
休業補償プラン

商工会議所の
業務災害補償プラン

https://www.ishigakiservice.jp

日本商工会議所制 度 運 営

保 険 制 度 H P

お問い合わせ先 各地商工会議所

商工会議所名簿
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

大同火災海上保険株式会社（沖縄県内）

三井住友海上火災保険株式会社

損害保険ジャパン株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

引受保険会社 ビジネス総合保険制度

事業活動包括保険

企業包括特別約款、
企業総合賠償特約セット賠償責任保険

企業総合賠償責任保険

事業活動総合保険

賠責総合保険

業務災害補償プラン

業務災害補償保険

業務災害補償保険

業務災害総合保険

業務災害補償保険

休業補償プラン

所得補償保険団体契約
（天災危険補償特約（所得補償保険用）セット）
団体長期障害所得補償保険

所得補償保険
団体長期障害所得補償保険

所得補償保険、団体長期障害所得補償保険
傷害総合保険、新・団体医療保険

団体総合生活保険
（休業、がん、医療、傷害、個人賠償責任等補償）

―

変革と価値共創で日本経済の再出発を

2026年3月作成　25T-002097

皆様を取り巻く様々な事業活動リスクから、

大切な会社とかけがえのない従業員を強力にお守りする、

商工会議所の保険「３本の矢」

商工会議所の
ビジネス総合保険制度

● 被災時の復旧・運転資金確保（リスクファイナンス）対策に
● 賠償責任（サイバー、事業活動等）のリスクを総合的に補償
● 災害（火災、水災、雪災等）による事業休業も補償

商工会議所の
休業補償プラン

● 病気やケガで休業している間の所得減少の備えに
● 就業外、国内外を問わず、３６５日２４時間補償
● 経営者本人と従業員のほか、自営業者も加入可能

商工会議所の
業務災害補償プラン

● 職場において深刻化する熱中症リスクへの備えに
● 中高年従業員で増加しているケガの補償・福利厚生の充実に
● パート・アルバイトを含む全従業員を、無記名式で包括補償

ここがおすすめ！！

ここがおすすめ！！

ここがおすすめ！！
最 大

約58%
 割引（注）

最 大
約33%
 割引（注）

低廉な保険料でご加入いただける、会員のための商工会議所保険制度

（注）割引率は、引受保険会社・商品により異なります。割引率根拠に
ついては、各保険会社のパンフレットをご参照ください。商工
会議所のスケールメリットによる割引が適用された保険料にて
ご加入いただけます。

最 大
約55%
 割引（注）

会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解
消し、一本化して加入可能
賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい・サイバー、施設・事業
活動遂行等）リスクを総合的に補償
災害（火災、風災、水災、雪災等）による事業休業も補償（※1）

●

●

●

就業外での病気・ケガまで補償
（国内外を問わず、365日24時間補償）
医師の診査が不要で加入手続きが簡単
（所得補償、団体長期障害所得補償、医療補償、がん補償、
介護補償等の加入には健康状態告知が必要）
天災（地震・噴火・津波等）によるケガも補償
入院のみならず、医師の治療を受けて自宅療養している
就業不能の場合も補償
家事従事者の方も加入可能（入院時のみ補償）
1年を超える長期休業の補償もご用意
介護の補償もご用意

●

●

●
●

●
●
●

労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
「従業員のケガ」と「企業の賠償リスク」にダブルで備えることが可能
役員個人の賠償責任も補償
政府労災保険の給付を待たずに企業に保険金のお支払いが可能(※2)

パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償対象可能
パワハラ、セクハラ等による事業者、役員、使用人の法律上の賠償
責任を補償（オプション）
「健康経営優良法人（※3）」または「健康経営銘柄（※3）」に認定された
事業者に対し、割引を上乗せして適用
建設業の場合、経営事項審査制度の加点対象
天災危険を補償する特約（任意付帯）により、業務・通勤中に地震や
津波等に遭遇してケガをされた場合や死亡された場合も補償可能

●
●
●
●
●
●

●

●
●

（※2）政府労災保険への加入が必要です。精神疾患、脳・心疾患等の疾病や自死は政府労災
で認定されれば補償可能。

（※3）従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践している大企業や中小企
業等を日本健康会議が認定。健康経営は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。

あなたのナイスパートナー 　商工会議所にご入会ください。

（告知）  皆様に安心をお届けする商工会議所保険制度は、商工会議所に会員としてご入会いただくことが条件となります。

私たちは、地域総合経済団体として、中小企業の活力強化と地方創生、相次ぐ大規模自然災害等からの
復旧・復興、経済再生を、全力で応援しています。
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◆
10
月
23
日
は
二
十
四
節
気

「
霜
降
」。
朝
晩
の
冷
え
込
み
が

増
し
、
北
国
や
山
里
で
は
霜
が

降
り
始
め
る
頃
で
す
。
最
近
は

夏
の
暑
さ
が
長
く
続
き
、
秋
が

短
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
◆
と
は
い
え
、「
食
欲
の
秋
」

の
期
間
が
短
く
な
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）。
新
米
を

は
じ
め
、
サ
ン
マ
や
栗
、
キ
ノ

コ
な
ど
、
秋
の
味
覚
が
店
頭
に

並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
時
期
な

ら
で
は
の
旬
の
味
を
楽
し
み
た

い
で
す
ね
♪
◆
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
、
冬
タ
イ
ヤ
へ
の

履
き
替
え
も
気
に
な
る
時
期
が

…
。
冬
支
度
を
考
え
な
が
ら
秋

を
満
喫
！�

（
Ａ
）

編　集　室

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経 融 資 をご活用ください！
　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし
で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および娯
楽業を除く）で5人以下、その他は20人以下の事業所です。

◦融資限度額	 2,000 万円　 ◦利率　年 3.05％（2026.10. １現在）
◦返 済 期 間	 運転・設備資金＝10年以内（据え置き２年以内）
問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援課 TEL：0857-32-8005

　毎月第１金曜日にI
いんぴっと
NPIT鳥取県知財総合支援窓口（受託機関：(一社)鳥取県発明協会）と

連携して知財無料相談会を開催します。
　ご希望の方は、相談日前日の12時までにお申し込みください。
　特許・商標・意匠・実用新案・著作権はもちろんのこと、売上拡大・販路拡大・商品
開発などもご相談ください。INPIT鳥取県知財総合支援窓口の支援担当者が対応します。

１．日　時　 11月６日（金）13：00～ 16：00（１コマ１時間）
２．場　所　 鳥取商工会議所　会議室
問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援課 TEL：0857-32-8005

知財無料相談会のご案内

鳥
取
県
立
博
物
館

�

企
画
展
の
ご
案
内

　

名
和
展
実
行
委
員
会（
鳥
取
県
立

博
物
館
、
山
陰
中
央
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
㈱
）は
、
企
画
展「
名
和
長
年
と

そ
の
一
族
―
今
に
つ
な
が
る
７
０
０

年
の
軌
跡
―
」を
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
。

　

▼
会
期
―
10
月
31
日（
土
）～
11
月

29
日（
日
）※
休
館
日
…
11
月
２
日

（
月
）、
９
日（
月
）、
16
日（
月
）、
24

日（
火
）▼
時
間
―
午
前
９
時
～
午
後

５
時（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）▼
会
場
―
鳥
取
県
立
博
物
館

第
１
・
第
２
特
別
展
示
室
▼
観
覧
料

―
一
般
７
０
０
円（
前
売
り
・
20
人

以
上
の
団
体
５
０
０
円
）※
大
学
生

以
下
、
70
歳
以
上
、
学
校
教
育
活
動

で
の
引
率
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、

難
病
患
者
・
要
介
護
者
等
お
よ
び
そ

の
介
護
者
は
無
料
▼
そ
の
他
―
前
売

り
券
販
売
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
な
ど

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
鳥

取
県
立
博
物
館（
℡

０
８
５
７
―
26
―

８
０
４
２
）

　

鳥
取
市
花
と
木
の
ま
つ
り
実
行
委

員
会
は
、第
49
回
鳥
取
市
木
の
ま
つ

り
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日
時
―
11
月
３
日（
火
・
祝
）午

前
11
時
～
午
後
４
時
▼
場
所
―
国
道

53
号
線
本
通
り
・
若
桜
街
道
歩
行
者

天
国
・
ま
ち
パ
ル
鳥
取
前
～
旧
鳥
取

市
役
所
第
２
庁
舎
前
▼
内
容
―
各
種

団
体
の
出
展
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト（
木

の
催
し
コ
ー
ナ
ー
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
、

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）▼
木
の

苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
―
午
後
３
時
30
分
か

ら
若
桜
橋
上
で
配
布
▼
そ
の
他
―
天

候
な
ど
に
よ
り
内
容
が
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
▼
問
い
合
わ
せ
先

―
鳥
取
市
花
と
木
の
ま
つ
り
実
行
委

員
会（
鳥
取
市
経
済
観
光
部
経
済
・

雇
用
戦
略
課
）℡
０
８
５
７
―
30
―

８
２
８
２

第
49
回 

鳥
取
市

�

木
の
ま
つ
り
の
ご
案
内
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１　

青
年
部
会
員
増
強
委
員
会

２　

�

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会
正

副
委
員
長
会
議
▽
グ
ル
メ
シ
ョ
ー
秋

２
０
２
６
出
展
支
援（
３
・
４
日
も
、東
京
都
）

３　
�

青
年
部
臨
時
５
役
会
・
会
員
交
流
委
員
会

４　
�

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会
▽
青
年
部

鳥
取
お
城
委
員
会
・
総
務
委
員
会

５　

創
業
塾（
６
、
12
、
13
、
19
日
も
）

７　

�

建
設
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
青
年
部
臨

時
総
会
・
例
会

９　
「
女
性
の
休
日
」上
映
会

11　

�

青
年
部
ま
ち
興
し
委
員
会
・
対
外
交
流
委

員
会

13　

青
年
部
広
報
委
員
会

14　

�

障
が
い
者
雇
用
に
係
る
要
請（
鳥
取
県
ほ

か
）▽
運
営
委
員
会
▽
青
年
部
政
策
提
言

委
員
会

15　

�

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
定
例
金
融
相
談
会

▽
青
年
部
５
役
会

16　

�

女
性
会
例
会
・
役
員
会
▽
青
年
部
会
員
交

流
委
員
会

17　

�

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議

24　

青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

25　

障
が
い
者
雇
用
要
請（
鳥
取
市
ほ
か
）

28　

�

会
頭
･
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
広
報
委
員

会

29　

�

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会
▽
青

年
部
理
事
会

30　

�

女
性
会
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ラ
ッ
グ
掲
出
▽
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
セ
ミ
ナ
ー

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　11月17日（火）　午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援課
　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

9
月
抜
粋

https://きっぺい.net

〒680-0913　鳥取県鳥取市安長85
TEL 0857-28-6211　FAX 0857-28-0905
http://www.tomari.co.jp

おいしさと健康を追求する

昭和49年の創業以降、全国でも選りすぐりのおつけものと、
地元鳥取の豊かな自然の幸を日本中にご紹介してきました。
おいしくて、健康的な食事、そして食卓での喜びと笑顔を
今日も鳥取からお届けします。

いつもの食卓 いつもつけもの

泊綜合食品株式会社

健康茶・健康食品の企画・受託製造

【FSSC22000】【健康食品GMP】【ISO14001】認証取得

■本社・工場　〒680-1167 鳥取市上味野15

　　　　　　　　　　 TEL 0857-51-8686（代）

　　　　　　　　　　 FAX 0857-51-8881

https://www.finarl.co.jp

宿泊・宴会・婚礼・会食など 
鳥取の街で愛され続けて 50年 

〒680-0822 
鳥取市今町２-153 
TEL 0857-23-1111㈹ 

詳細はこちら 



〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

会社と働く人の数だけ、
健やかな未来がある。

アクサの健康経営

AXA-A�-����-����/�GH

アクサ生命保険株式会社 山陰支社 鳥取営業支社　
〒���-���� 鳥取市本町�-��� TEL ����-��-����

鳥取商工会議所報 No.788  2026年10月15日発行

総務企画部
総　 務　 課 32-8002

経営支援部
経 営 支 援 課 32-8005

会員交流・企画課 32-8003 D X 推 進 課 32-8005
地 域 振 興 課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

受付時間 ｜ 8：45 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 17：00 ※12：00 ～ 13：00は窓口休業となります。

駐 車 場 ご 案 内


